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１ 有意義な冬休みにするために  

(1) 具体的な目標と計画を立て、実行できるように心がける。 

(例) 生活の目標：規則正しい生活を送る（起床時刻７時、就寝時刻 23時 00分） 

    学習の目標：１日４時間、学習を進める。 

(例) 運動の目標：毎日ランニングを１時間する。 

(2) 冬休みは生活が不規則になりやすいため、規則正しい生活を心がけ、健康で安全な生活を送る。 

(3) 冬休みでなければできない学習や読書、趣味に取り組む。 

(4) 部活動に積極的に参加する。 

(5) 家族の一員であることを自覚し、家族の中での自分の役割をしっかり果たす。 

 

２ 健康で安全な生活を送るために  

 (１) 外出時の注意事項  

① 行き先、同行者、帰宅時刻等を必ず家の人に知らせ、家族に心配をかけないようにする。 

② 公園等では、大きな声を出さないなど、周りの人のことを考えて行動する。 

③ 夜間の外出は、事故やトラブル等の原因になるため、できるだけ避ける。 

④ カフェやファーストフード店に長居することは控える。 

利用する場合は、周囲のお客さん等に十分に配慮し、騒がないようにする。 

⑤ 必要以上の多額のお金を持ち歩かない。友人同士の金銭の貸し借り、物品の売買はしない。 

⑥ ナイフなどの危険物を持ち歩かない。 

⑦ 生徒証・防犯ブザーをできるだけ携帯する。 

 

「東京都青少年の健全な育成に関する条例」 

深夜立入制限施設 

 次に掲げる施設を経営する者及びその代理人、使用人その他の従業者は、深夜においては、当該施設に青

少年を立ち入らせてはならない。 

一 興行場 

二 設備を設けて客にボウリング、スケートまたは水泳を行わせる施設 

三 個室を設けて当該個室において客に専用装置による伴奏音楽に合わせて歌唱を行わせる施設 

四 設備を設けて客に主に図書類の閲覧もしくは観覧または電気通信設備によるインターネットの利用を

行わせる施設（図書館法第２条第１項に規定する図書館を除く。） 

深夜外出の制限 

何人も、保護者の委託を受けて、または同意を得た場合その他正当な理由がある場合を除き、深夜（午後

11時から翌日午前４時まで）に青少年を連れ出し、同伴し、またはとどめてはならない。 

◇保護者は、通勤または通学その他正当な理由がある場合を除き、深夜に青少年を外出させないように努

めなければならない。 

◇何人も、深夜に外出している青少年に対しては、その保護及び善導に努めなければならない。ただし、青少

年が保護者から深夜外出の承諾を得ていることが明らかである場合は、この限りではない。 

◇深夜営業を営む事業者及びその代理人、使用人、その他の従業者は、当該時間帯当該営業に係る施設内

及び敷地内にいる青少年に対し、帰宅を促すように努めなければならない。 

(２) 交通安全  

① 自転車に乗る場合は、自転車損害賠償保険等に必ず加入する。 

 （令和２年４月１日施行「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」） 

② 自転車に乗る際はヘルメットを着用し、乗り方に注意する。自転車は、原則、車道の左側を通行する。歩

道は歩行者優先のため、歩行者の通行の妨げになるときは、一時停止をする。二人乗り、斜め横断、無

灯火乗車等は絶対にしない。 

③ 歩行中は車に十分に気を付ける。特に、夜間や雨の日の歩行に気を付ける。 
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(３) 変質者・痴漢行為  

① 夜間の一人歩きはできるだけしない。 

② 見知らぬ人の誘いにはのらない。 

③ 派手な服装や肌を必要以上に露出した服装などは、トラブルに巻き込まれる可能性が高くなるので 

控える。 

④ 被害を受けそうなとき、万が一受けたときは声を上げるなどして、周囲の人に助けを求める。 

その後、すぐに 110番通報をする。 

(４) パソコンや携帯電話などによるインターネットの利用  

①「SNS広尾中ルール」を確認し、正しくパソコンや携帯電話、SNS等を利用する。 

 SNS 広尾中ルール  

 

① 個人や学校を特定できるような服装・持ち物等の投稿に気を付ける。 

② 相手を傷つけたり、不快にさせたりする投稿をしないように気を付ける。 

③ 睡眠時間や学習時間に影響をしないような使い方をする。 

 

② 有害なサイト（アダルトサイト・暴力残像画像・薬物に関する情報等）を閲覧しない。 

③ 知らないアドレスから来たメールには返信しない。 

④ 覚えのない利用請求には応じない。 

⑤ インターネット等で知り合った人とは会わない。 

⑥ インターネット等を通じた対人トラブルで困ったときは、大人に相談したり、「こたエール」等の相談窓口

を活用したりする。 

(５) 災害時の備え  

① 地震等の災害に適切に対処できるよう家族でよく話し合っておく。 

② 急な雷雨や増水などには適切に対応し、安全に十分に気を付ける。 

(６) その他、気を付けること  

① 冬休みであっても、頭髪のパーマ、脱色・染色はしない。 

② 万引き・飲酒・喫煙・薬物乱用等、法律に触れるような行為はしない。 

 

３ 学習への取組  

(１) 計画的に学習を進める。課題を終えるだけではなく、不得意科目にも力を入れて学習しよう。 

(２) 学習や進路で悩み事ができたら、進んで家の人や先生に相談する。 

(３) 塾や講習会へ参加する場合には、目的をしっかりと考えて参加する。（塾等において知り合った 

他校の中学生と、無責任な言動が原因で大きなトラブルにつながる場合がある。十分に注意する。） 

 

４ 冬休み中の登校について  

(１) 登校するときは、標準服、又はジャージ・体育着・サブＴシャツを着用する。 

(２) 自転車では登校しない。 

(３) 冬休み期間中は、防犯の都合上、正門以外開けません。 

（４） 部活動で自転車を使用して登下校する申請した生徒は土日の部活動と同様の登下校及び駐輪をする。 

(５) 登下校中の買い食い等はしない。 

(６) 学習や部活動に必要な物以外の不要物（漫画やゲーム、菓子類等）は持ち込まない。携帯電話の持ち込

みも原則禁止とする。家庭の都合により、携帯電話等の貴重品を持ってきた場合は、必ず担当の先生、

または顧問の先生に申し出ること。 
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５ 冬休み明けの登校日  

(1) 登 校 日 ： １月８日(木)  

(2) 出席確認 ： 8：30に中体育館にて行う。 

(3) 予   定 ： 全校朝礼、①学活、②～⑥授業 

(4) 持 ち 物 ： 冬休みの課題、冬休みのしおり、タブレット端末、授業の道具、体育館履き、白衣 

 

６ 何かあったら・・・  すぐに学校に連絡を！ 

 不安や悩みなど、心配事がある場合は、学校・保護者をはじめ、身近な信頼できる大人や外部の相談機関等

に相談しましょう。学校は、長期休業中であっても教職員が相談に応じられる体制を整えます。また、知人や友

達がいじめや暴力等を受けていることや、交友関係等で悩んでいることなどについて、見たり聞いたり、相談を

受けたりした場合は、直ちに教職員や保護者等に伝えましょう。生徒のタブレット端末のデスクトップにある「そ

うだん」というアイコンをタップすると、相談窓口一覧が表示されます。また、渋谷区教育委員会・教育センター

にタブレットから相談することもできます。どんなに小さなことでも、心配なことがある場合には一人で抱え込

まず、相談してください。安全が脅かされると感じた場合はすぐに 110番に通報して、助けを求めましょう。 

 

(1) 広尾中学校 ℡ 03 – 3400 – 24４0 ・ 03 – 3400 – 6542 

   ※電話がつながるのは、平日の 7：45 ～ 19：00です。 

なお、12月 26日(金)19：00 ～ １月５日(月)7：45はつながりません。 

     つながらないときの緊急連絡先は、渋谷区 03 – 3463 – 1211です。 

(2) 渋谷警察署 生活安全課 ℡ 03 – 3498 – 0110  
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冬休みの目標～自分で決めた目標を自分の意志で達成しよう～ 

生 活 
 起床時刻      時    分   就寝時刻      時    分 

 

学 習  

運 動  

手伝い  

 

冬休みを振り返って 

(１) 計画実行率（事前前に立てた計画をどれだけ実行できたか。） ％ 

(２) 印象に残っていること（楽しかった思い出など） 

 

 

 

(３) 頑張れたこと 

 

 

 

(４) もう少し頑張れた、頑張れば良かったと思うこと 

 

 

 

(５) 休み明けから頑張りたいこと 

 

 

 

(６) 保護者の方から（休み中のお子様の様子などをお書きください。） 

 

 

（保護者名）               印  
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